
問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
令

和
３
年
度
当
初
予
算
編
成
の

基
本
姿
勢
と
財
政
状
況
の
展

望
は
ど
う
か
。

答　

こ
れ
ま
で
緊
急
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
、
総
額
１
６
９

億
３
８
０
５
万
６
０
０
０
円

の
対
策
を
講
じ
た
。
令
和
３

年
度
の
予
算
編
成
は
税
収
の

大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る

な
か
、
財
政
調
整
基
金
等
の

計
画
を
上
回
る
繰
り
入
れ

や
、
地
方
交
付
税
、
臨
時
財

政
対
策
債
な
ど
に
よ
る
財
源

確
保
を
図
り
、
市
民
生
活
の

支
援
、
地
域
経
済
の
浮
揚

等
、
持
続
可
能
な
健
全
財
政

の
確
立
に
努
め
る
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
適
正

な
維
持
管
理
を

問　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

一
気
に
進
め
、
そ
の
維
持
管

理
は
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

対
応
に
で
き
な
い
か
。

答　

防
犯
灯
の
長
寿
命
化
と

電
気
料
金
の
低
減
の
た
め

に
、
防
犯
組
合
を
通
じ
て
防

犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
助
成
し

て
い
る
。
本
年
10
月
末
で
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
率
は
約
60
％
で
、
令

和
６
年
度
に
は
す
べ
て
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
が
完
了
す
る
。
人
口
減

少
や
自
治
会
未
加
入
者
の
増

加
で
防
犯
灯
の
経
費
負
担
が

重
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

維
持
管
理
や
負
担
の
在
り
方

を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
自
治
会
、
地
区
自
治
公
民

館
、
消
防
団
等
の
再
編
に

つ
い
て

問　

居
住
支
援
・
就
労
支
援

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
組

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

居
住
支
援
と
し
て
は
、

借
家
探
し
や
契
約
を
手
伝
う

入
居
支
援
と
、
入
居
後
に
発

生
す
る
諸
問
題
に
対
す
る
居

住
継
続
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。就
労
支
援
と
し
て
は
、

障
が
い
者
の
能
力
や
障
害
の

状
況
に
応
じ
た
就
業
の
確

保
、
就
労
促
進
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
実
務
は
、
霧
島
市

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、
各
事
業
所
な
ど
と
連
携

を
取
り
推
進
し
て
い
る
。

早
急
な
国
分
北
部
地
域
の

道
路
網
整
備
を

問　

新
町
線
、
山
崎
線
の
第

一
工
業
大
学
区
間
が
完
成

し
、
向
花
５
差
路
の
交
通
渋

滞
緩
和
が
期
待
さ
れ
る
。
さ

ら
に
県
道
国
分
霧
島
線
の
バ

イ
パ
ス
道
路
と
し
て
、
合
併

前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
る

（
仮
称
）
清
水
〜
重
久
線
の

早
期
着
工
は
で
き
な
い
か
。

答　

こ
の
路
線
は
、
整
備
予

定
路
線
に
位
置
付
け
ら
れ
て

お
り
、
ル
ー
ト
な
ど
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
整
備
の
実

施
に
努
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
国
分
北
部
地
域
周
辺
の
地

名
（
大
字
）
整
理
に
つ
い
て

問　

学
校
保
健
室
の
現
状
と

役
割
、
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
は

ど
う
か
。

答　

保
健
室
は
健
康
診
断
、

健
康
相
談
、
保
健
指
導
、
救

急
処
置
な
ど
を
行
う
た
め
学

校
保
健
安
全
法
に
よ
っ
て
設

置
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

お
り
、
す
べ
て
の
学
校
に
設

置
し
て
い
る
。
養
護
教
諭
は

３
学
級
以
上
に
一
人
を
配
置

し
、
小
学
校
で
は
児
童
数
８

５
１
人
以
上
、
中
学
校
で
は

生
徒
数
８
０
１
人
以
上
で
複

数
人
を
配
置
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
健
康
診
断
で
使
用
す
る
器

具
は
現
在
、
滅
菌
器
や
煮
沸

消
毒
で
対
応
し
て
い
る
が
医

療
用
使
い
捨
て
器
具
の
導
入

等
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

て
い
く
。

問　

保
健
室
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導

入
は
で
き
な
い
か
。

答　

小
中
学
校
の
保
健
室
に

は
、
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
が
配

備
さ
れ
感
染
症
情
報
シ
ス
テ

ム
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
生
徒
の
健
康
情
報

の
電
子
化
を
推
進
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用

し
、
発
育
や
健
康
状
態
の
経

過
等
の
情
報
を
蓄
積
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
健
指
導
の
一

層
の
充
実
が
図
ら
れ
、
健
康

の
保
持
増
進
に
繋
が
る
も
の

と
考
え
る
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問　
　

20
人
が
一
般
質
問　

市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
質
す
！
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植
山
　
利
博  

議
員

前
島
　
広
紀  

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

令
和
３
年
度
予
算
編
成
は

障
が
い
者
自
立
支
援
の

充
実
を

川
窪
　
幸
治  

議
員

保
健
室
の
充
実
で

児
童
生
徒
に
安
心
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　

本
市
の
公
用
車
へ
の
設

置
率
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

公
用
車
４
３
９
台
の
う

ち
71
台
で
あ
り
、
設
置
率
は

16
・
17
％
で
あ
る
。

問　

個
人
が
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
を
購
入
す
る
際
、
助

成
は
で
き
な
い
か
。

答　

全
国
的
に
は
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
運
転
者
自
身
に
と
っ

て
、
よ
り
一
層
の
安
全
運
転

に
努
め
る
こ
と
を
促
す
効
果

が
あ
る
。
助
成
に
関
し
て

は
、
国
や
他
の
自
治
体
の
動

向
を
注
視
す
る
。

古
き
良
き
伝
統
と
歴
史
は
、

市
の
責
任
で
守
り
続
け
る
べ
き

問　

和
気
公
園
の
管
理
状
況

と
安
全
対
策
及
び
今
後
の
藤

ま
つ
り
の
開
催
は
ど
う
す
る

の
か
。

答　

公
園
管
理
は
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し

て
い
る
。
藤
の
管
理
と
藤
ま

つ
り
の
運
営
は
実
行
委
員
会

が
高
齢
化
に
よ
り
解
散
す
る

た
め
、
藤
の
管
理
を
同
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
た
。
今
後
、

イ
ベ
ン
ト
は
開
催
し
な
い

が
、
鑑
賞
者
の
安
全
に
配
慮

し
、
交
通
誘
導
員
の
配
置
や

駐
車
場
の
確
保
等
を
行
う
。

そ
の
他
の
質
問

・
一
人
親
世
帯
の
抱
え
る
課

題
及
び
支
援
策
に
つ
い
て

・
義
務
教
育
期
間
に
お
け
る
経

費
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て

・
行
政
手
続
き
に
お
け
る
押

印
廃
止
と
書
面
主
義
の
見

直
し
に
つ
い
て

問　

２
０
２
５
年
度
稼
働
予

定
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
整
備
に

要
す
る
費
用
総
額
は
い
く
ら

か
。
新
焼
却
炉
は
、
１
日
１

４
０
ト
ン
の
能
力
が
あ
る
。

全
国
の
例
で
は
、
ト
ン
当
た

り
７
０
３
１
万
８
０
０
０
円

で
あ
り
、
98
億
４
４
５
２
万

円
と
想
定
で
き
る
が
ど
う

か
。
横
川
・
牧
園
地
区
の
ご

み
処
理
一
本
化
に
よ
る
負
担

増
は
試
算
し
て
い
る
か
。

答　

令
和
３
年
度
に
設
計
、

建
設
、
完
成
後
の
運
営
ま
で

含
め
た
入
札
を
す
る
。
伊
佐

北
姶
良
環
境
管
理
組
合
へ

は
、
総
額
７
億
３
２
０
０
万

円
を
負
担
す
る
。
帰
属
分
を

除
く
実
質
負
担
は
約
３
億
円

と
な
る
。

２
０
２
１
年
度
の
国
保
税
は

引
き
下
げ
を

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的
に

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
市
民

も
多
い
。
市
民
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、
２
０
２
１
年
度

の
国
保
税
は
引
き
下
げ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

前
年
度
と
比
較
し
て

30
％
以
上
減
収
し
た
場
合
は

減
免
を
行
い
、
市
民
負
担
の

軽
減
を
し
て
い
る
。
令
和
３
年

度
の
国
保
税
率
に
つ
い
て
は
、

県
か
ら
示
さ
れ
る
標
準
保
険

税
率
を
参
考
に
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

・
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　

小
学
校
の
就
学
時
健
康

診
断
は
、学
校
教
育
法
で「
教

諭
は
、
児
童
の
教
育
を
つ
か

さ
ど
る
」
と
あ
り
、「
公
立

学
校
職
員
が
携
わ
る
こ
と
は

業
務
外
」
と
の
指
摘
が
あ
る

が
改
善
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答　

同
健
診
は
、
教
育
委
員

会
が
行
う
こ
と
が
法
律
で
定

め
ら
れ
、
国
分
・
隼
人
地
区

で
は
、
学
校
保
健
安
全
法
第

31
条
に
基
づ
き
、
校
長
に
委

任
し
て
い
る
。
職
員
の
負
担

の
大
き
い
学
校
は
、
見
直
し

も
必
要
で
あ
り
、
本
年
、
国

分
小
学
校
の
同
健
診
は
、
市

教
委
が
主
体
で
行
っ
た
。
来

年
度
以
降
は
、
こ
の
取
組
を

参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
医
療
費
は
全
世
帯
の

無
料
化
を

問　

現
在
県
内
で
は
、
「
18

歳
以
下
の
子
ど
も
医
療
費
無

料
化
」
を
８
市
８
町
１
村
で

実
施
し
て
い
る
。
来
年
度
か

ら
県
が
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
を
無
料
化
す
る
が
、
市
独

自
の
施
策
と
し
て
、
18
歳
ま

で
病
院
窓
口
無
料
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

住
民
税
課
税
世
帯
を
含

め
た
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

は
、
市
単
独
で
の
財
源
が
必

要
と
な
り
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
建

設
問
題
に
つ
い
て

・
地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て

久
保
　
史
睦  

議
員

宮
内
　
博  

議
員

安
心
安
全
を
担
保
し
た
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
普
及
推
進
を

新
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
の

事
業
費
総
額
︑財
政
負
担
は

前
川
原 

正
人  

議
員

教
職
員
の
業
務
軽
減
に

つ
な
が
る
働
き
方
改
革
を

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で
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